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第６４９号





6月２９日（月）１０:００～１0:3０第５回検数労連２０夏季一時金交渉


一時金は生活補填。新型コロナウイルス、働き方改革の影響を受けて生活賃金が目減りしている従業員のためにも大幅な修正回答の再考を！





























いたい。





【組合主張】


　組合は両協会から修正は困難であるとの回答を受け、次のとおり主張を行いました。





【両協会に対し】


　率直に言って、両協会ともに新型コロナウイルスの影響を受け、財政的に厳しくなっていることは一定理解している。


しかしながら、この新型コロナウイルス感染症がまん延している中でも従業員は休まずに働いていることと、その思いを考慮すれば修正回答は必要である。


　新型コロナウイルスの影響や働き方改革による時間外の減によって従業員の収入が減っている中で２０春闘の賃上げ額では残念ながら補填できていない現状がある。その状況を補填する役目が一時金であり、そういった意味では一時金算式の細かい部分の修正は主張しないが、総合的な見地での大幅な見直し修正が必要と考えているため、次回交渉までに組
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※次回交渉　


７月１日（水）１５：００～第６回検数労連２０夏季一時金交渉


両協会に再度、修正回答を求め更なる追求を行っていきます。





合要求に沿った総額での修正回


答を強く求める。





【日検協会に対し】


　昨年夏・冬の一時金総額と比べれば今夏季一時金は総額的に下がった回答となっており不満である。


都市手当については労組要求通り満額回答となっており、一定評価できる。しかしながら総額的な観点では要求からも低額と言わざるを得ない金額であり、不満を表明する。





【全日検に対し】


　『週休２日制によって原資もかかっていること』を理由とした一時金の抑制は認められない。


　今、夏季一時金回答の総額は、５年前の水準に落ちていることから大幅な修正回答を求める。また、新型コロナウイルスの影響が収まっていない中で働いている従業員の気持ちを考慮すれば、一部の従業員にだけ付く『特別評価』は不要と考える。特別評価を廃止し、その原資を全体に回すべき。


　































































































　６月２９日（月）第５回検数労連２０夏季一時金交渉で、組合は両協会に対し、修正回答の提示を求め、交渉を行いました。


　両協会の修正に対する回答は次のとおりです。





【日検協会】


　前回の交渉で有額回答の提示を行い、その後、組合から回答に対する再考を求められ持ち帰り検討した。しかしながら、今夏季賞与については、賞与の算定期間と直近の収益等を考慮した中での経営的な判断で構築した回答であることをご理解願いたい。





【全日検】


　前回の交渉で組合からの再考を求められ、持ち帰り検討したが、今夏季一時金は新型コロナウイルス感染症の影響で、２０年度の収支が不安定なことに加え、４月からスタートした週休２日制によって原資もかかっていることから、これ以上の修正は困難であることをご理解願































































































～第５回２０夏季一時金交渉～








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


